
      

 

 

 

 

  

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

 

 

 

   

 

 

第 30号 

 

食欲の秋・スポーツの秋・読書の秋、 

みなさまはどの秋をお過ごしでしょうか？ 

朝夜と日中の気温差が大きくなってきますので、 

体調管理にお気をつけください(^-^) 

 

第 3 回 市野瀬地区 市野瀬川 

  TSP のスポット情報について  

 現在、TSP（土佐清水市 深呼吸 プロジェクト）では、土佐清水市の景色が綺麗な場所で、深呼

吸している写真を撮り、Instagramと Facebookにて、みなさまにお届けしておりますが、今後、取り

上げてほしいスポット情報がありましたら、上記の電話番号もしくはメールアドレスまで、お気軽に

ご意見をお寄せください。なお、お寄せいただいた情報は地域づくり支援係内で協議のうえ、撮影・

掲載可否の判断とさせていただきますので、あらかじめご了承ください。 
 

 現在までのアーカイブは下記です！  

 

第 4 回 市野瀬地区 真念庵 第 5 回 三崎地区 三崎川 第 6 回 宗呂地区 田園 

第 1 回 松尾地区 唐人駄場

 

第 2 回 竜串地区 桜浜

 



   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

YOU（移住者）の紹介 
 

 

 

 

平井 健
けん

翔
しょう

さん（大阪府豊中市出身） 

インドネシアから令和 2年 5月に Iターン 

 

Q:移住を考えたきっかけは？ 
 幼稚園～中学校までは土佐清水市で過ごし、その後、アメリカ留学や日本全国旅をしているなかで、コーヒーに関わ

る仕事をしたいと思うようになり、原宿のコーヒーとカリーの老舗カフェや新宿のカフェレストランで修行しました。 

新宿のカフェレストランで働いていたある日、シンガポールで有名なバー「D.Bespoke」を経営するオーナーがお客 

様でいらっしゃいました。今こうして振り返ると、その時が人生の転機でした。 

接客をしている中で英語の接客スキルやカクテルメイクの腕を見込まれ、オーナーに「シンガポールに来て私の店で

働いてみないか？」とスカウトされたのです。更なるカクテルメイクの向上を目指して思い切ってシンガポールに渡る

ことにしました。（もしもスカウトされた時、メールアドレスを一文字でも書き間違えて手渡していたら、今の仕事に

は就いていなかったと思います(^_^;)） 

シンガポールで働いた後、インドネシアの支店「D.Classic」を任されるようになり、順風満帆だったなか思わぬ 

事態が…新型コロナウイルスの感染拡大により、帰国を決意。両親が住んでいる土佐清水市に妻とともに帰ってきまし

た。 

 

Q:今されているお仕事は？
 帰国後、縁あってコーヒーとカリーの専門店を令和 2年 12月に OPEN 

しました。こだわり抜いたコーヒーや師匠から教わった秘伝のレシピで 

作るカリーをメインに、時にはスイーツを提供しています(^-^) 

 
Q:移住して良かったことは？
 自然が豊かなことや人も優しいなどたくさんあります。そのなかでも 

一番は、移住されて来た方たちが色々なジャンルで土佐清水市のことを 

盛り上げようと頑張っていて、その方たちと繋がりが持てていることです。 

 

Q:移住して困ったことは？ 
 住んでいたことがあり、どんなところか知っているので 

特にないですが、強いて言えば・・・夜の街が恋しいです（笑） 

 

Q:休日の過ごし方は？ 
 妻と一緒に過ごして、時にはドライブに行きます。友人とテニスを 

したり、テニススクールの子どもたちに教えたりもしています。 

 

Q:みなさまにお伝えしたいこと！ 
 こんないい場所はないと思います！『自然とともに自分の時間を 

つくれる場所、土佐清水』(^-^)是非いらしてください。 

 

P.S.今年のサバ Tの裏面は平井さんの奥様がデザインされました。凄くかわいい 

デザインになっております(^^♪ 平井さん特製のスパイスが奏でるカリー。 

足を運んで、味わってみてはいかがでしょうか(^^)/☆ 

令和 2年 5月より、土佐清水に Iターンの平井さん。 

現在の生活に辿り着くまでの軌跡などをインタビュー 

しましたので、ご紹介いたします(^^)/ 

QUEEN’S 

COFFEE 

AND 

CURRY 

◾︎ 営業時間：11:30-18:30 

    定休日：日曜日 

    高知県土佐清水市元町 8-17 

 

 



土佐清水市 地域おこし協力隊 
『営農推進担当』を募集中！ 

 
当市では、都市地域から地方へ移住して、地域ブランドや地場産品の開発・販売、農林水産業への従事などの『営農

推進担当』の地域おこし協力隊員を募集しています。土佐清水市に移住をご検討の対象地域にお住まいの方はもちろん

のこと、Iターン・Uターンをご検討されている友人・知人・ご家族などにも、ぜひお声掛けください。 

なお、以下の募集文は募集要項の一部抜粋文となりますので、全文は土佐清水市ホームページ（最下部左側の QR 

コード参照）をご覧になるか土佐清水市企画財政課地域づくり支援係（0880-82-1181）まで直接お問合せください。 

 

１.主な業務内容 

・地域営農の推進（集落営農組織及び地域農業の栽培補助） 

・集落営農組織の事務補助（データ管理、文書の作成と発注、発送管理） 

・その他、市が指示する活動 

 

2.募集対象 

 ・年齢 20 歳以上、40 歳未満（着任日現在） 

 ・生活の拠点として、総務省の指定する地域に住民票があり、隊員決定後、生活拠点と住民票を土佐清水市内に異動 

させて移住できる方。 

※お住まいの地域が該当するか否かについての確認は、最下部右側の QR コードの総務省ホームページをご確認ください。 

 ・普通自動車免許（AT 可）を取得もしくは採用までに取得の見込める方。 

 ・パソコン（エクセル、ワード、インターネット、E メール等）を日常的に利用されている方。  

 

3.勤務日数及び勤務時間 

 （1）勤務日数：原則週 4 日間（月 16 日間） 

（2）勤務時間：原則 8 時 30 分～17 時（1 日 7 時間 30分、週 30 時間） 

 

4.報酬 

 ・月額 143,612 円（初年度）、148,800 円（2 年目以降） 

 ・期末手当として最大 2 か月/年 

（任用開始月により算定期間の計算が変わり、金額が変動します） 

 

5.応募手続き 

（1）応募受付期間 

郵送で受け付けていますが、随時募集、随時選考となり、募集人員に 

達した場合、受付を終了いたしますので事前にお電話でご確認ください。 

また、ご提出いただいた書類は返却いたしません。 

（2）提出書類 

  ・応募用紙 

※下記の市ホームページよりダウンロードしてください。（A4 サイズ） 

  ・履歴書（市販のもので可。直筆のうえ写真貼付け） 

  ・作文（A4 サイズで書式自由、パソコンで作成可） 

  ※題名は「希望配置先の業務内容に関するあなたの考え」について、 

1,000 文字程度で作文を作成してください。 

また、作文にも最初に住所と氏名を記入してください。 

  

※主な栽培品目： 

水
すい

稲
とう

（すいとうとは、水田で栽培する稲です）。 

水稲を栽培しないシーズンは、ブロッコリーを 

栽培する場合があります。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   
特別交付税措置に係る地域要件確認表 

※総務省ホームページ 

 

募集ページ 

※土佐清水市ホームページ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

おすすめポイント 

真念庵を囲む様にそびえ立つ無数の竹林の中で、大きく深呼吸すると、おいしい空気が吸えます(^-^) 

先人に思いを馳せながら、ゆったりとするのもいいかもしれませんね(^^)/ 

なお、真念庵の近くには、「空の青」と「田畑・山の緑」、そして「水の透明」が織りなすコントラスト

の綺麗な市野瀬川が流れています(^^♪ 是非訪れてみてはいかがでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※引用参考文献出所：土佐清水市教育委員会・生涯学習課。 

※注意：訪れる際には駐車場はありませんので、近隣住民のご迷惑にならないようご配慮ください。 

今回皆様へ新たにご紹介できる穴場スポットはないかと探していた

ところ、有力情報を手に入れましたので調査に行ってきました(^^)/ 

その場所とは、下ノ加江地域の市野瀬
い ち の せ

地区にある「真
しん

念
ねん

庵
あん

」です！ 

 

真念庵とは 

天和
て ん な

二年（一六八二）頃、難行工程の三十七番札所
ふだしょ

「岩本寺
い わ もと じ

」

から三十八番札所「金剛
こんごう

福寺
ふ く じ

」までと、次の三十九番札所

「延光寺
え ん こう じ

」の三寺を結ぶ遍路道の中間地点の市野瀬に、地元の

人々の協力で大師堂
た い しど う

を建立しました。大師堂は足摺岬金剛福寺の

打
うち

戻
もど

り（来た道を戻ること。）の宿や荷物置場として遍路に利用

され、真念の名を冠して真念庵と呼ばれました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

移住促進担当 染谷の 
ここに行ってみて！ 

in 市野瀬
い ち の せ

地区 
 

真念とは 

江戸時代初期の僧侶。四国遍路のガイドブック「四國遍禮
し こ く へ ん ろ

道
みち

指南
し る べ

」を出版し人々に広く遍路を勧めたことから、「四国遍路

の父」と呼ばれます。 

 

そして現在 

真念庵は近世の庶民信仰と遍路文化を伝える史跡として、令

和元年に土佐清水市の文化財に指定されました。また、老朽化

が心配された堂庵は地元の人々の募金活動により浄財
じょうざい

が集ま

り、令和二年二月に再建されました。 

大師堂 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

参道 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

竹林 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

市野瀬川 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

道標石 
 

 

 

 

 

 

 

 

 


